
新
規

継
続

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

□ ■

令和３年度 横浜市並木地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
　海を埋め立ててできた平地に広がる巨大な団地群と、丘陵地の戸建ての住宅からなる地域です。道路や公園などが整え
られ、高齢化率は区内でも高めですが、要介護認定率は低く、「元気な高齢者が多い街」といわれています。一方で、８０５
０、７０４０問題といった事例も増え、些細なことで孤立するリスクも高くなっています。
　いつまでも健康で住みなれた地域で生活し、この先も「元気な高齢者が多い街」、「子育て世代にも魅力のある街」となる
よう、孤立させない見守りの仕組みづくりを地域の方とすすめていきます。

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

◆ 事業報告・事業実績評価

ボランティアグループ「お助け隊なみき」をはじめ、多くの活動が停滞を経験しました。リモート、SNS活用など新た
な手法が着実に地域にも広がる中、現在にふさわしい活動のあり方に着目し、団体支援を行います。また、コー
ディネートのスキルアップも継続して取り組むとともに、企業との連携についても再検討していきます。

「介護予防」に至らない世代や子育て中の母親に向けて健康意識を高め、運動習慣が身につくように促します。ま
た、「高齢・独居・閉じこもり」を掘り起こし、気軽に参加の声かけが出来るように関係づくりをすすめます。既存の活
動を紹介することで活動の後方支援を行います。

北部在宅医療連絡会を4ケアプラザの主任ケアマネジャーと共同開催し、在宅医療における課題解決の為、多職
種で検討する機会を作ります。

権利擁護に特化した講座を複数回開催することで、潜在的な課題とニーズの掘り起こしを図ります。（認知症、遺
言・相続、成年後見、消費者被害等についての講座）

８０５０，７０４０といった人口構造が珍しくないエリアにおいて、比較的若年層へのアプローチが難しくなっている
ケースが増えている。地域の中での課題共有の一つとして孤立について考える機会を設けたい。

フードバンクかながわと協働し行っていたコロナウイルスの影響により生活困窮してしまった方を対象としたフード
ドライブを地域や関係機関と連携した形で継続実施し、小地域でできる効果的な支援について分析検証をする。

□ 振り返り
コロナ禍で直接的な集まりができなかった状況から、少しずつ感染防止に気を払いつつ活動を行うことに地域がシフトして
きたことで直接地域に出向く機会も増えました。５職種内での異動もあり、各部門大変なところはありましたが、本来の実務
状況にゆるやかに近づきながら事業の執行を行うには丁度よかったのかもしれません。再開が未だ見えないものもありま
すが、市大学生がボランティアで来てくれるなど学生ボランティアの養成、権利擁護関連講座の開催といった既存機能の
充実以外にも、リモートによる講座実施の試み、8050問題の提起による他区事例の見学予定など、次年度地域に付加価
値に繋がる活動が見えたのは確かな収穫だったと思います。

□ 区からのコメント
　コロナ過で地域の活動も今までより少ない中、積極的に地域へ顔を出し参加していただきました。
積極的な講座の開催や地区の様々な活動の場で、詐欺被害の防止やエンディングノートの活用など権利擁護関連の普及
啓発に取り組んでいただきました。地域でのこういった活動や民生委員さんとの日頃からの連携・情報共有が個別支援に
も活かされています。
　ICT関連の普及としては、地区社協のTwitter立ち上げ支援やリモートによる講座実施などを行っていただきました。SNS
を使った情報発信等については、地域のニーズに沿った取組を今後も広げていただきますようお願いいたします。
　また、区役所生活支援課と連携し、8050問題、引きこもり問題について考える講演会を行っていただきました。この取組
は講演会の開催にとどまらず、他区事例の見学予定など今後の活動にもつながるネットワーク構築につながる貴重な取組
となっています。引き続き、「孤立させない見守りの仕組みづくり」に向けて取り組んでいただきますようお願いいたします。
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